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初期条件生成コード L-GenICを用いて、粒子数２０４８の３乗までの 
規模の初期条件を生成した。このコードはゼルドビッチ近似に基づいており、 
粒子数と同数の格子上で摂動のランダムガウス場を生成する。 
本研究では５０００個に及ぶランダム場をつくり、その統計的性質を調べてい

る。（ただし、XT4 を用いたわかではない。）これは、将来の銀河サーベイの統
計解析のための準備に相当する。例として、下図には、赤方偏移 20で生成した 
初期条件についてパワースペクトルをはかり、その期待値からの分散をしめし

ている。赤方偏移空間で測ったパワースペクトルでは大きな分散、特にいくつ

かのスパイクがみられるが（図中、緑に重なった黒線）、３次元波数空間での異

方性を考慮すると、分散が極めて小さくなり、ほぼ期待値に収束することがた

しかめられた。これは直ちに出版できるほどの結果ではないが、今後密度場の 
進化の N体計算によって追った場合の結果の信頼性をたしかめるもととなる。 
今後、高次の初期条件生成法と比較し、本計算の N体計算にどの手法を採用す
るか検討する。 
 

 

図１ z=20での初期条件について、redshift spaceのパワーを測定した結果。 


